
　

５
月
号
は
、
南
画
家
と
し
て
活

躍
し
、
伊
王
野
と
ゆ
か
り
の
あ
る

関
谷
雲
崖
を
紹
介
し
ま
す
。

　

雲
崖
は
、
明
治
13
年
に
河
原
村

富
貴
田
（
現
大
田
原
市
）
の
関
谷

平
左
衛
門
・
ス
テ
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
、
登
一
郎
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
雲
崖
の
親
類
に
は
、
広

報
那
須
7
6
9
号
で
紹
介
し
た
芸

術
家
・
関
谷
富
貴
が
い
ま
す
（
息

子
・
関
谷
陽
の
妻
）。

　

雲
崖
は
、
両
郷
小
学
校
、
伊
王

野
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
を
卒

業
し
、
家
業
で
あ
る
農
業
を
継
ぎ

ま
し
た
。
雲
崖
は
幼
少
よ
り
画
才

に
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

明
治
38
年
か
ら
は
両
郷
村
役
場
に

勤
務
し
、
同
40
年
に
両
郷
村
収
入

役
を
勤
め
て
い
ま
す
。

　
明
治
33
年
、
雲
崖
は
画
家
の
寒

川
雲
晃
に
出
逢
い
、
画
業
へ
の
思

い
が
再
燃
す
る
と
、
大
正
元
年
に

単
身
上
京
し
、
南
画
家
・
小
室
翠

雲
に
師
事
し
画
業
を
学
び
ま
し
た
。

　

雲
崖
は
、
大
正
４
年
に
開
催
さ

れ
た
第
９
回
文
展
で
「
渓
山
新
緑

図
」
が
初
入
選
し
た
こ
と
を
皮
切

り
に
、
文
展
、
帝
展
で
何
度
も
作

品
が
入
選
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
正
５
年
に
は
南
画
会
出
品
作
品

が
宮
内
省
御
用
品
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
躍
も
あ
り
、

大
正
15
年
に
は
、
前
貴
族
院
議
員
・

植
竹
三
右
衛
門
、
前
両
郷
村
長
・

大
平
初
太
郎
ら
有
志
に
よ
り
、
雲

崖
後
援
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
４
年
に
な
る
と
雲
崖
は
、

小
堀
鞆
音
・
小
杉
放
庵
・
荒
井
寛

方
な
ど
東
京
で
活
躍
し
て
い
た
栃

木
県
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
ら
で
、

華
厳
社
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
年
に
、
日
本
南
画
院
院
友

と
な
る
な
ど
、
雲
崖
は
日
本
を
代

表
す
る
南
画
家
の
１
人
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。

　
昭
和
17
年
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
の
た
め
郷
里
で
あ
る
富
貴
田
に
疎

開
し
戻
る
と
、
昭
和
43
年
に
89
歳
で

亡
く
な
る
ま
で
郷
里
で
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
の
間
、
地
域
住
民
に
対
し
絵

画
を
指
導
し
た
り
、
絵
行
脚
に
い
そ

し
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　

５
月
19
日
よ
り
開
催
さ
れ
る
ト

ピ
ッ
ク
展
「
那
須
ゆ
か
り
の
美
」

後
期
展
示
で
は
、
雲
崖
が
昭
和
29

年
に
美
野
沢
小
学
校
校
舎
新
築
の

際
に
寄
贈
し
た
「
萬
峰
帰
一
」
を

公
開
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
旧
伊

王
野
小
の
先
輩
で
も
あ
る
彼
の
作

品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。※

肖
像

写
真
は
、『
黒
羽
町
誌
』
よ
り
引

用
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪
館

　
☎
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7
0
0
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「
子
育
て
っ
て
い
つ
ま
で
だ
ろ
う
？
」

あ
る
人
は
「
高
校
生
ま
で
」
と
い
う
。

成
年
年
齢
が
18
歳
に
な
り
、
周
囲
か
ら

大
人
と
し
て
扱
わ
れ
、
責
任
を
自
分
自

身
が
負
う
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
機
に
子
育
て
は
終
わ
る
と
の
こ
と

だ
。
し
か
し
、
進
学
な
ど
で
学
費
や
生

活
費
な
ど
金
銭
的
な
支
援
が
続
く
場
合

も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済
面
で
も

生
活
面
で
も
独
り
立
ち
し
た
時
に
子
育

て
が
終
わ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
共
働
き
家
庭
が
増
え
た
今
、
子
育

て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
祖
父
母
世
代
も
増

え
て
い
る
。「
孫
育
て
」
と
呼
ば
れ
、

子
育
て
世
代
の
心
強
い
味
方
と
な
っ
て

い
る
▼
生
活
全
て
の
世
話
を
す
る
乳
児

期
、
友
達
な
ど
周
囲
と
の
関
わ
り
が
増

え
て
く
る
学
童
期
、
自
立
に
近
づ
く
青

年
期
な
ど
子
育
て
は
そ
の
時
々
に
合
わ

せ
て
形
を
変
え
て
い
き
、
子
ど
も
と
の

関
わ
り
方
も
、
そ
の
都
度
変
化
し
て
い

く
。
も
し
か
し
た
ら
、
子
育
て
は
「
こ

こ
で
終
わ
り
」
と
線
を
引
く
の
は
難
し

い
の
か
も
知
れ
な
い
▼「
こ
れ
、
変
じ
ゃ

な
い
？
」
振
り
返
る
と
、
真
新
し
い
制

服
に
身
を
包
ん
だ
息
子
が
立
っ
て
い
た
。

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
、
ど
こ
と
な
く

不
安
げ
な
様
子
だ
。
お
そ
ら
く
、
昨
日
、

指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
襟
よ
し
、
ボ
タ
ン
よ
し
、
し

わ
な
し
。
大
丈
夫
と
伝
え
る
と
、
安
心

し
て
出
か
け
て
い
っ
た
。
成
長
し
、
手

が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た

我
が
子
だ
が
、
思
い
が
け
な
い
質
問
を

す
る
様
子
は
愛
ら
し
い
。
私
の
子
育
て

は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
。

なぎとくんは…
３兄弟の末っ子 ! 癒し担当です♪
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・世帯数  10,747世帯 (+ 37)
・人口     23,912人　 （－   4）
　    男  11,923 人（－  7）
　    女  11,989 人（+  3）

出生           2 人   ( +    1)
死亡         37人   ( －    1)
転入       131人   ( +  54)
転出       103人   ( +  45)
その他        3 人増

（4月1日現在・住民基本台帳）　( ) の数字は前月比

関谷雲崖（1880-1968）

那
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し
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